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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期
第２四半期
連結累計期間

第71期
第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 56,355 55,817 130,831

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
542 △869 1,938

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
637 △1,046 1,486

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△1,266 △540 △408

純資産額（百万円） 29,645 29,645 30,501

総資産額（百万円） 141,661 143,606 152,763

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

4.08 △6.70 9.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 20.7 20.4 19.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△7,724 △6,924 △834

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
495 18 329

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
574 2,576 △2,559

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
12,140 11,300 15,762

　

回次
第70期
第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
0.54 △2.34

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ていません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、前期、前第２四半期連結累計期間は潜在

　　株式が存在しないため記載していません。また、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失金額

　　であり、潜在株式が存在しないため記載していません。

４．第70期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　  （企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２【事業の状況】
　以下、「第２．事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しています。
　

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況　

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、個人消費等に持ち直しの動きが見られたものの、東日本大震

災の影響に加え、円高や欧州の財政危機等の金融リスクへの警戒感が高まるなど、先行きは不透明な状況で推移しま

した。

  建設業界におきましては、民間建設投資は住宅投資等について回復の兆しが一部で見られましたが、政府建設投資

については東日本大震災の復興への動きが見られるものの、依然として低調に推移し、厳しい経営環境が続きまし

た。

  このような経済情勢のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高

は、通期業績予想の約38％にあたる55,817百万円（前年同四半期比1.0％減）となりました。これは、当社グループ

の売上高の大部分を占める完成工事高の計上が第４四半期連結会計期間に集中するためであり、概ね予定どおりの進

捗であります。一方、販売費及び一般管理費は恒常的に発生するため、通期業績予想の約47％にあたる3,122百万円

（前年同四半期比3.9％減）となりました。この結果、営業損失は1,235百万円（前年同四半期は、営業利益390百万

円）となりました。

　　

　　セグメントの業績は次のとおりです。（セグメントごとの業績については、セグメント間の内部売上高等を含め

  て記載しています。）

　（土木工事）

　　土木工事については、売上高28,978百万円（前年同四半期比2.7％減）、セグメント損失463百万円（前年同四半

　期は、セグメント利益93百万円）となりました。

　（建築工事）

　　建築工事については、売上高26,002百万円（前年同四半期比2.0％増）、セグメント損失890百万円（前年同四半

  期は、セグメント利益124百万円）となりました。

　（不動産事業）

　　不動産事業については、売上高773百万円（前年同四半期比1.8％増）、セグメント利益122百万円（前年同四半

　期比8.6％減）となりました。

　（その他）

　　その他については、売上高8,367百万円（前年同四半期比13.7％増）、セグメント損失2百万円（前年同四半期

　は、セグメント利益41百万円）となりました。

 　

　　（注）土木工事、建築工事においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているた

　　　め、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期

　　　間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。　
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(2)キャッシュ・フローの状況

　　　   当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ4,462百万円（28.3%）減

　　　 少し11,300百万円となりました。

各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  売上債権の減少7,742百万円などによる資金の増加がありましたが、仕入債務の減少8,726百万円、その他の資

産の増加2,134百万円、その他の負債の減少1,219百万円などによる資金の減少があり、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは△6,924百万円（前年同四半期は△7,724百万円）となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　無形固定資産の取得による支出88百万円などがありましたが、定期預金の払戻による収入100百万円などによ

り、投資活動によるキャッシュ・フローは18百万円（前年同四半期は495百万円）となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　長期借入金の返済による支出1,567百万円、社債の償還による支出670百万円などがありましたが、短期借入金の

増加5,150百万円などにより、財務活動によるキャッシュ・フローは2,576百万円（前年同四半期は574百万円）と

なりました。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動

　 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、199百万円（土木工事191百万円・建

 築工事８百万円）です。

　　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 298,476,000

計 298,476,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 156,689,563 156,689,563
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　

計 156,689,563 156,689,563 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

         　 該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年７月１日

～　

平成23年９月30日

－ 156,689,563 － 18,293 － 5,289
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（６）【大株主の状況】
　
 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

東日本旅客鉄道株式会社 東京都渋谷区代々木２丁目２－２ 15,782 10.07

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 7,732 4.93

株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行
東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 7,653 4.88

鉄建職員持株会 東京都千代田区三崎町２丁目５－３ 5,135 3.28

鹿島建設株式会社 東京都港区元赤坂１丁目３－１ 4,700 3.00

ＣＢＮＹ ＤＦＡ ＩＮＴＬ 

ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＶＡＬＵＥ

ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ

（常任代理人　シティバンク銀

行株式会社）

388 GREENWICH STREET,NY,NY 10013,USA

(東京都品川区東品川２丁目３－14）
3,255 2.08

日本トラスティ・サービ

ス信託銀行株式会社

（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 3,132 2.00

鉄建取引先持株会 東京都千代田区三崎町２丁目５－３　 2,765 1.76

日本マスタートラスト  

信託銀行株式会社

（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 2,359 1.51

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 2,356 1.50

計 － 54,870 35.02

　

　（注）株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、平成23年10月３日付で大量保有報告書の変更報告書の写し

　　　　の送付があり、平成23年９月26日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けております

　　　　が、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況

　　　　には含めておりません。　

　氏名又は名称 　住所
保有株券等の数

（株）　

株券等保有割合　

（％）

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 　7,653,953 　4.88  

　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 　東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 　2,298,000  　1.47  

　三菱ＵＦＪ投信株式会社 　東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 　333,000     　0.21  

計 　－ 　10,284,953  　6.56  
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

 普通株式　　　　　

542,000

－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式　　　　　

155,096,000
155,096 －

単元未満株式
 普通株式　　　　　

1,051,563
－ １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 156,689,563 － －

総株主の議決権 － 155,096 －

　　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権6個）が含まれていま

す。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

鉄建建設㈱

東京都千代田区三崎

町二丁目５－３
542,000 － 542,000 0.35

計 － 542,000 － 542,000 0.35

　　 （注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっていますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権1個） あ

ります。なお、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれています。

　

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 15,862 11,300

受取手形・完成工事未収入金等 71,909 64,201

販売用不動産 2,406 2,259

未成工事支出金 10,220 11,357

不動産事業支出金 1,359 1,348

その他のたな卸資産 ※1
 1,065

※1
 843

繰延税金資産 2,780 3,202

その他 3,275 5,413

貸倒引当金 △239 △122

流動資産合計 108,639 99,804

固定資産

有形固定資産 20,352 20,101

無形固定資産 325 361

投資その他の資産

投資有価証券 15,996 16,092

繰延税金資産 5,666 5,560

その他 2,415 2,284

貸倒引当金 △632 △598

投資その他の資産合計 23,445 23,339

固定資産合計 44,123 43,802

資産合計 152,763 143,606

EDINET提出書類

鉄建建設株式会社(E00065)

四半期報告書

10/21



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 40,868 32,142

短期借入金 36,887 41,976

1年内償還予定の社債 1,340 1,340

未払金 9,514 7,647

未払法人税等 247 118

未成工事受入金 3,024 2,018

引当金 1,747 1,793

その他 7,229 7,760

流動負債合計 100,860 94,796

固定負債

社債 3,480 2,810

長期借入金 6,479 4,972

再評価に係る繰延税金負債 3,082 3,082

退職給付引当金 8,050 8,012

引当金 90 90

その他 219 195

固定負債合計 21,401 19,164

負債合計 122,261 113,961

純資産の部

株主資本

資本金 18,293 18,293

資本剰余金 5,329 5,329

利益剰余金 5,848 4,490

自己株式 △66 △66

株主資本合計 29,405 28,046

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △268 220

土地再評価差額金 1,026 1,026

その他の包括利益累計額合計 757 1,246

少数株主持分 337 352

純資産合計 30,501 29,645

負債純資産合計 152,763 143,606
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 55,262 54,960

兼業事業売上高 1,092 856

売上高合計 56,355 55,817

売上原価

完成工事原価 51,837 53,217

兼業事業売上原価 879 712

売上原価合計 52,716 53,929

売上総利益

完成工事総利益 3,425 1,743

兼業事業総利益 213 143

売上総利益合計 3,639 1,887

販売費及び一般管理費 ※1
 3,249

※1
 3,122

営業利益又は営業損失（△） 390 △1,235

営業外収益

受取配当金 188 190

為替差益 263 278

その他 121 266

営業外収益合計 574 735

営業外費用

支払利息 389 359

その他 32 9

営業外費用合計 422 368

経常利益又は経常損失（△） 542 △869

特別利益

債権取立益 245 －

その他 37 －

特別利益合計 282 －

特別損失

投資有価証券評価損 20 482

ゴルフ会員権評価損 7 －

その他 9 13

特別損失合計 36 495

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

787 △1,364

法人税、住民税及び事業税 122 64

法人税等調整額 △9 △399

法人税等合計 112 △334

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

675 △1,029

少数株主利益 37 16

四半期純利益又は四半期純損失（△） 637 △1,046
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

675 △1,029

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,942 489

その他の包括利益合計 △1,942 489

四半期包括利益 △1,266 △540

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,304 △557

少数株主に係る四半期包括利益 37 16
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

787 △1,364

減価償却費 276 282

減損損失 2 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △152

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 △38

工事損失引当金の増減額（△は減少） △172 111

その他の引当金の増減額（△は減少） △29 △66

受取利息及び受取配当金 △234 △236

支払利息 389 359

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 20 482

売上債権の増減額（△は増加） 6,411 7,742

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,918 △1,136

たな卸資産の増減額（△は増加） 325 412

その他の資産の増減額（△は増加） △1,392 △2,134

仕入債務の増減額（△は減少） △8,541 △8,726

未成工事受入金の増減額（△は減少） △81 △1,006

その他の負債の増減額（△は減少） △3,257 △1,219

その他 130 138

小計 △7,301 △6,551

利息及び配当金の受取額 233 236

利息の支払額 △505 △458

法人税等の支払額 △150 △151

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,724 △6,924

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △503

有価証券の売却による収入 － 503

有形固定資産の取得による支出 △46 △70

無形固定資産の取得による支出 △24 △88

投資有価証券の取得による支出 △5 △5

投資有価証券の売却による収入 1 －

貸付けによる支出 △40 △23

貸付金の回収による収入 65 57

定期預金の払戻による収入 500 100

信託受益権の取得による支出 △750 △887

信託受益権の売却による収入 750 887

その他 45 49

投資活動によるキャッシュ・フロー 495 18
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,800 5,150

長期借入れによる収入 2,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,238 △1,567

社債の償還による支出 △2,970 △670

リース債務の返済による支出 △14 △21

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 － △312

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 574 2,576

現金及び現金同等物に係る換算差額 △132 △132

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,787 △4,462

現金及び現金同等物の期首残高 18,927 15,762

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,140

※1
 11,300

EDINET提出書類

鉄建建設株式会社(E00065)

四半期報告書

15/21



【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※１．その他のたな卸資産の内訳は次のとおりです。

材料貯蔵品 1,059百万円

商品 5 

 

※１．その他のたな卸資産の内訳は次のとおりです。

材料貯蔵品 840百万円

商品 3 

 

２．偶発債務

（１）連結会社以外の会社等の金融機関借入金等につい

て保証を行っています。

 　① 借入金保証   

 マンション購入者 56百万円

 当社従業員 7 

 　　　　計 63 

  

２．偶発債務

（１）連結会社以外の会社等の金融機関借入金等につい

て保証を行っています。

 　① 借入金保証   

 マンション購入者 53百万円

 当社従業員 6 

 　　　　計 60 

  　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

従業員給料手当 1,496百万円

賞与引当金繰入額 143 

退職給付費用 229 

法定福利費 220 

通信交通費 202 

 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

従業員給料手当 1,518百万円

賞与引当金繰入額 140 

退職給付費用 210 

法定福利費 221 

通信交通費 213 

 

２．当社グループの売上高は、主たる事業である土木工

事・建築工事において、契約により工事の完成引渡し

が第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１

四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間にお

ける売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が著しく多くなるといった季節的変動があります。

　

同　左
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 現金預金勘定 12,140百万円

 預入期間が３か月を超える定期預金 － 

 現金及び現金同等物 12,140 
 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

 現金預金勘定 11,300百万円

 預入期間が３か月を超える定期預金 － 

 現金及び現金同等物 11,300 
 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 

　該当事項はありません。

　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

 

１．配当金支払額　

決議 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）　

１株当たり

配当額(円)　
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会　
普通株式 　312 　2.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの　　

　

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　　至　平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額　

（注２）

四半期連　

結損益計

算書計上

額(注３)

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

29,777

　　　－

　

25,485　

　3

　

　580

　179

　

　55,842

　182

　

　512

　6,848

　

　56,355

　7,031

　

－

△7,031

　

56,355

－

計 29,777　 25,488　 759　 　56,025　7,361　63,386△7,03156,355

セグメント利益 　93 　124 　134 　351 　41 　393 △3 390

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　　至　平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額　

（注２）

四半期連　

結損益計

算書計上

額(注３)

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

28,978

　　－

　

25,982　

　19

　

　593

　180

　

　55,554

　199

　

　262

　8,104

　

　55,817

　8,304

　

－

△8,304

　

55,817

－

計 28,978　 26,002　 773　 　55,754　8,367　64,121△8,30455,817

セグメント利益

又は損失（△）　
　△463 　△890 　122　△1,231 　△2 　△1,233 △1 △1,235

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金

額（△）
4円8銭 △6円70銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
637 △1,046

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
637 △1,046

普通株式の期中平均株式数（千株） 156,172 156,149

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないた

め記載していません。また、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在し

ないため記載していません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月14日

鉄建建設株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　清孝

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 若原　文安

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鉄建建設株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鉄建建設株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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